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Молодые парни и подростки сходятся иногда в известные дни, бьются 
на кулачки для того, чтобы приобрести к вынесению побоев привычку 
…, и через то легче сносить телесные наказания, которым они могут 
впоследствии подвернуться. 
Московское государство XV–XVII веков по сказаниям 










125神戸外大論叢 第 66 巻第 3号（2016）














岩波ロシア語辞典 1. 持ち出し；持ち込み 2. 決議、判決；その公表 
研究社露和辞典 вы́нести すること 
プログレッシブ ロシア語辞典 ○1 搬出 ○2 決議、判決；その公表 
   










の一連の語義を参照しながら、вынесение が名詞 побои「殴打」の生格形 побоев
と結びついていることを考慮して、「（殴打を）運び出す、持ち出す」よりも「（殴
打に）耐える、（殴打を）耐え忍ぶ」の方がこの文脈に相応しい意味であるとい







































                                                     
2 本稿では『博友社ロシア語辞典』第 1 版の「はしがき」から引用した。 
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動詞からかなり自由に作ることができる -ние, -тие のタイプの派生語を見出し
語に採用することに編者は慎重にならざるを得なかったのだが、そのことが同
書の実用性を大きく低下させるとは考えなかったのかもしれない。この意味で、











































い。例えば、『博友社』第 1 版（1975 年）では見出し語の選定にかんして以下
のように丁寧に説明がなされている。 
 
見出し語の選定にあたっては、Ожегов [18]（第 5 版）〈…中略…〉お
よびСмирницкий [22] の両辞書の採録語数を合わせた約 60000語の中
から、Никонова [17], Дворецкий [7], Зарубин [9], Даглиш [6] および
Ожегов [18]（第 9 版）3の諸辞書によって、現代ロシア語の標準的語彙
（い）と考えられるものを選んだ。 
 
上記の辞書のうち二度名前が挙がった Ожегов（第 5 版および第 9 版）が露露
辞典、Смирницкий と Даглиш は露英辞典、Никонова は露独辞典、Дворецкий
は露波辞典、Зарубин は露日辞典である。『博友社』改訂版（1995 年）においては




の Словарь русского языка（1992 年以降 Толковый словарь русского языка と改名 
— これ以降 Ожегов と呼ぶ）が語彙選定の第一の基準の役目を果たしているこ
とがわかる。 
『岩波』も見出し語選定のための辞書を明らかにしている。こちらはソビエ
ト科学アカデミ ・ーロシア語研究所が編纂したСловарь русского языка в 4 томах
の第 2 版（これ以降、СР4 と呼ぶ）と Ожегов の第 9 版および第 21 版である。
                                                     
3 『博友社』第 1 版の参考文献リストでは一つの文献番号（18）の元にС. Ожегов 編のСловарь 
русского языка の第 5 版と第 9 版が列挙されている。 
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ちなみに、Ожегов は第 9 版の収録語彙が 57000 語ほどであったのだが、ソビエ
ト崩壊以後も改訂増補が続けられ、21 版（1989 年）は約 70000 語を擁する 1
巻本の中辞典となった。一方、СР4 は収録語彙こそ第 2 版でも 83,016 と Ожегов
よりもやや多い程度なのであるが、語義記述の精密さと用例の豊富さ（例文が
長いので文脈がわかるようになっている）のために 4 巻本になっている。 
見出し語選定の基準を明確にしていない『プログレッシブ』は、収録語彙数
（60000語）から推測して、やはりОжеговの第21版の改訂版であるОжегов С.И. 
и Шведова Н.Ю., Толковый словарь русского языка (4-изд., 1997) に依拠したの
ではないかと思われる。 
現行の『コンサイス』第 5 版には語彙選定の基準になった辞書に関する言及





書かれているので、やはり СР4 と Ожегов が基準となっていることは明らかな
のだが、大辞典に匹敵する語彙を収録するためには СР17（150000 語収録のい
わゆる「17 巻本」）は無視できない。このことはやはり 130000 語が収録された
『岩波』でも同様であろう。 
 
2.3. Ожегов および СР4 における вынесение の扱い 
Ожегов において вынесение は親見出し語ではなく、動詞 вынести の説明の
最後に派生語の一つとして以下のように示されている。 
 
|| сущ. вы́нос, -а. м. (к 1 и 2 знач.), вы́носка, -и, ж. (к 1 знач; разг.) и 
вынесе́ние, -я ср. (к 1, 2, 4 знач.). 
 
вынесение は 3 つの派生名詞のうちの一つで、動詞 вынести の 1, 2 および 4
の動作の意味が保たれているということである。動詞の 1 の意味は «неся, 
доставить наружу»「持ち出す」、2 の意味は «переместить куда-н., выдвинуть»
「移動させる、前へ動かす」、4 の意味は «постановив о чем-н., объявить»「決
定して公表する」である。動詞の 5 番目の意味に «вытерпеть»「耐え忍ぶ」が
あるのだが、これは вынесение の意味ではないことになっている。 




ВЫНЕСЕ́НИЕ, -я, ср. Действие по глаг. вы́нести — выноси́ть (в 1 и 6 
знач.) Вынесение приговора. 
 
СР4で動詞 вынестиの1の基本的な意味は «неся, удалить откуда-л., унести за 
пределы чего-л.»「持ち出す」、6 の意味は «в сочетании с существительными 
решение, постановление, п р и г о в о р, благодарность и т.п. означает: 
приняв (в результате рассмотрения, обсуждения) какое-л. решение, объявить о 
нем»「特定の名詞（решение, постановление, приговор, благодарность など）と
の結合において、『何らかの決議をして、それを公表する』という意味を表す」
とある。例文 «вынесение приговора» は「判決を下すこと」という意味なので、
6 の意味の用例だということになる。なお СР4 では вынести の 4 番目の意味と
して「耐える・耐え忍ぶ」（«устоять, не сдаться перед лишениями, трудностями; 
выдержать, перенести»）が記載されている。 






…если производное слово в гнезде относится не ко всем значениям 
многозначного слова, после производного слово дается в круглых 










先に示した Ожегов の例を見ればわかるように、動詞 вынести から 3 つの名
詞が派生しており、それぞれ意味の領域の広さが違っているのは特別な現象で
はない。また、「耐えること」という意味を表す語彙は выдержка, выдерживание, 
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терпение などを始めとして相当数ありそうなので、вынесение に вынести が表
すことのできる動作の意味をすべて持っていなくても支障はなさそうである。




















2.4. Ожегов と СР4 以外の辞書における вынесение の意味記述 
辞書の編纂には相当な年月が費やされるはずなので、辞書が出版された時点
で、幾つかの語義や用法はすでに時代遅れになっている可能性もある。従って
19 世紀後半に動作名詞 вынесение（および動詞 вынести）がどのような意味で
使われていたのかを知るためには 19 世紀末ないし 20 世紀初頭に出版された辞
書で確認すればよいのかもしれない。ちょうどその時期のものである СРИА を
見ると、вынесение は見出し語になっていないのだが、動詞 вынести（この辞




                                                     
4 Адам Олеарий, Подробное описание путешествия голштинского посольства в Московию и Персию 
в 1633, 1636 и 1639 годах. Пер. Павла Барсова. М., 1870. [Бочкарев, 21] 
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あり、この語彙が文語体に属することが明記されている（«книж.»）。そして、
動詞 вынести（見出し語は выносить）には «выдерживать, осиливать что-н.»「耐
え抜く、打ち克つ」という語義が書かれている。 
第二次世界大戦後に出版された一般に「17 巻本」と呼ばれる大辞典では親見
出し выносить の中の小見出しとして вынесение が記載されていて、語義説明
も添えられている。これによると、第一の意味が «несение чего откуда-либо»
「どこかから何かを運ぶこと」、第二の意味が «объявление»「公表」とあって、
後者には «вынесение приговора (на суде)»「（裁判において）判決の申し渡し」
という日本の多くの露和辞典でも馴染みのある用例が示されているのだが、「耐
える」に類する意味は示されていない。一方、動詞の意味を見ると、最後の方
に «выдерживать на себе или в себе какую-либо тяжесть»「重荷を背負う、重荷
に耐えること」という記述が見られる。ただし、вынести–выносить がこの意味
で使われている文の例は В.А. Жуковский（1783–1852）と И.А. Крылов（1769–
1844）から採られたものであるので、「耐える」という意味はこの動詞にとって
すでに古い語義に属していると思わせるふしがある。 







この傾向は、1991 年から 1994 年まで刊行された未完の大辞典 СР6 と現在刊
行が続いている БАС においても変わっていない。 
СР6 では、見出し語 вынесение は動詞 вынести の「1, 3, 6 および 12 の意味」
を持つとされ、«вынесение за скобки»「括弧を外すこと」と «вынесение 
приговора»「判決の申し渡し」という二つの例が示されている。そして「耐え
る」に類する意味は 9 番目に挙げられていて（«выдерживать какую-л. 
физическую нагрузку, тяжесть и т.п.»「なんらかの肉体的な負荷、荷重などにた
える」）、この意味を動作名詞は引き継がない。 
БАС は СР6 が下敷きになっているようで、両者の間に вынесение と вынести
に関する意味記述の違いはほとんど見られない。動詞の意味が 1 から 12 まで挙
げられているところも同じであり、それぞれの語義解釈も同じである。ただし、
動作名詞の意味が動詞の「1, 3, 6, 8 および 12 の意味」を引き継ぐことになって
いる。вынести の 8 の意味というのは «помещать, располагать что-л. (обычно в 
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русского языка）5で調べてみると、全部で 138 例（120 の資料）のうち「耐える
こと」の意味でこの動作名詞が使われている例は一つもなかった。出現頻度が
最も高いのは вынесение と решения, предписания, приговора などとの結合例で、
動作名詞 вынесение は動詞 вынести の意味のうち「提出する」、「（決定を）公
表する」などの意味を引き継いでおり、まれに「（別の領域・空間に）移動する」、
「置き換える」、「持ち出す」という意味を表すことがあるのだが、それは 20
世紀前半の、つまり古い時代の現象であるらしい（— Ваше превосходительство, 
я неоднократно вам докладывал, что вынесение позиций на правый берег — 
рискованно. [А.Н. Толстой, 1922]「陛下、何度もご報告いたしましたように、陣
地を右岸に移すことは危険を伴います」; Единственное спасение от отчаяния — 
вынесение из себя своего я「絶望から救われる唯一の道は、自分の中から自我を














                                                     
5 英語の呼称はRussian National Corpus である。URL は http://ruscorpora.ru/ 
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